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-告器
(1951)年の成績を参考としながら，他地方日本人
第 1章緒 国
及び隣接周囲人種とも比較した。 
頭部は人類として最も特長のある部分である。従
って頭部を知らんとするものに人類学者のみなら
ず，画家，彫刻家もある。
しかるに頭部の基本的な形態は頭蓋骨によって与 合 176 1 
えられるものである。よって頭部の観察を試みんと ♀ 1231 0 2 
するものは，頭蓋骨によってその形態を充分に観察
せねばならなレ。従って 1795年 Blumenbachに 第 2表
よって開始された頭蓋学は世界各国に於し、て，多数
の研究者によって推進されてし、る。日本に於ても 
1893年小金井のアイノ頭蓋に関する研究を皮切と
して幾多の報告があるが，形態観察を主したものは
少し叉材料の点に明確を欠くものもあるが余の研
究材料は後述する様に東南関東地方出身者が過半数
を占めているがその県別出身が明らかである。
か与る観点から著者は，関東日本人頭蓋の形態観
察を行い，次の成績を得た。
第 2章研究材料及び研究方法
研究材料は千葉大学医学部解剖学教室所蔵の頭蓋
骨で，その原籍が関東地方に存在するlものの中から
満 17才から満 83才に至る男性頭蓋 76個，満 20才
から満 80才に至る迄の女性頭蓋 23個を厳選した。
この際木籍地の調査を厳重にした。尚本籍地の選訳
に当つては，都市出身者(市〉は全部除外し，純農
山漁村出身者のみを採用した。この年令別の分布は
第 1表の通りである。更に叉出身地別の分布は第 2
表の通りであって，千葉，茨城，栃木の三県が多数
を占めている。研究方法は Sergi等に従ったが，
その都度項目ごとにその方法を明記した。尚，森田
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第 3章形態観察
第 1節脳頭蓋の全景  
(1) 上面観(第 3表〉
関東頭蓋の上面観による形態を Sergiの方法に
よって分類すれば，第 3表の通りである。即ち男女
両性を通じて，類楕円形く合 40.8%，♀ 50.0%)が
最も多く，男性では類卵円形 (22.2~合〉が之に次ぎ，
類五角形(16.9%)は第 3位を占めている。女性で
は類菱形 (27.3%)が第 2位を占め類五角形く18.2
%)が第 3位を占めている。
しかして男女合計に於下、では類楕円形 (43.0%)
が最高位を占め，類五角形及び類卵円形は共に 17.2
%で第  2位を占め，類菱形二(14.0%)は第 3位であ
る。在来の文献に徴するに畿内及び北陸頭蓋並びに
森田の関東頭蓋は共に類卵円形が最多数を占めてい
るが，余の関東頭蓋に於いては類楕円形が最高率を
上面から見た頭蓋の形
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第 4表 後面から見た頭蓋の形
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示している。例えば，森田の場合に於いては類卵円
形は合 60.6%，♀ 63.7%を示しているがこの成績
は余のそれと甚だしく相違する。 
(2) 後面観(第4表〉
大体 Habererの方法に従って模形，砲弾形，家
形，天幕形に分類し，そのほか砲弾形と家形との移
行形及び非対称を加えた。関東頭蓋の成績は第4表句
の通りであって， 男性では家形が 77.5%で最も多 
<，移行形は 15.5%で第2位を占めているが，女性
でも家形は 36.4%で第 1位を示すが，第2{立は砲弾
形の 31.8%であり之と移行形の 27.3%とは実数 1
の差にすぎなし、。しかして男女合計に於し、ては家形
が 67.7%の最高率を示し，移行形(18.3%)は第2
位，砲弾形 (9.7%)は第3位を示している。この男
女合計に於ける余の成績は森田の成績の第 1位，移
行形 (34.2%)，第2{I，家形 (33.8%)，第 3i-;r，砲
弾形(16.3%)ほどと一致する。 しかるに本田の北 
|注頭蓋に於し、ては， 砲弾形 (46.38%)，が第 1{I[，
家形 (34.16%)が第2{立，移行形(10.18%)が第3 
f立を示し，余の成績とかなり相違する。尚本田は 
Pentagonoidesなる 1分類単位を加えているが余
の場合に於いてはか Lる形態のものは， 1例も認め
られない。尚，畿内頭蓋に於L、ては以上の成績と著
しく相違し，移行形が86.0%の大多数を示し，家形
は 10%に過ぎない
第 2節脳頭蓋各部 
(A) 後頭骨 
(1) 横後頭隆起(第5表〕
上田氏の方法によって分類すると第5表の通りで
あるの即ち男女両牲を通じて m度(合 40.8%，♀ 
78.3%)が最高{立を占めているがE度 R 度 IV度を
通算すると男女両性共に過半数に於し、て，横後頭隆
起の形成が確認される。 
(2) 外後頭隆起(第 6表〉 
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関東頭蓋に於ける出現率は合 5.6% 2.73%，♀土 
4.6% 4.47%であって， 森田の成績と略々一致す士 
る。之を Martin表 (S. 841)に比較すれば， 関
形形形形形
Brocaの分類によると第6表の通りであって，男
性では E度が 40.8%，女性では I度が 39.1%で何
れも第l{立を占めてし、る。この成績は森田のそれに
精精長長長
大体一致する。尚，男性に於いて班度が 25.4%， 
IV度が 14.1%を占めていることは，女性に比較し
て外後頭隆起の発達が強いことを示すもので、あろ
う。 
(3) イシカ骨
東頭蓋は大体中位を占めている。 
・(4) 後頭頼(第 7表〉
島の分類に従って後頭頼の形状を次の 5型に分類
して観察した。 
第 1型 円 湾曲弱
第 2型 襲警曲強円
第 3型 楕円 湾曲弱
第 4型 楕円 湾曲中等
第 5型 楕円
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成績は，第 7表の通りであるが，男性では左右共に
第 1型が 28.6%で最も多いが，女性では左右共に第 
2型が 33.3%で最も多L、。森田の成績(合第 1型 
20.5%，♀第2型 27.7%)は大体に於いて余のそれ
に一致する。 
(5) 二分舌下神経管(第 8表〉
二分舌下神経管の関東頭蓋に於ける出現率は第8
表の通りであって，之を森田の成績に比較すればか
なり少なし、。即ち男性のみについて見るに，余の場
合は(1)(右側に在るもの)1.4%，(2) (左側に在
るもの)2.8%，(3) (左右両側に在るもの)4.2%で
あるのに対し， 森田の場合は夫々(1)6.9%，(2) 
10.4%， (3) 2.8%であって余の成績と相当相違し
ている。 
二分舌下神経管
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(6) 二分頚静脈子し(第 9表〉
但し森田に従い，縦径がl幅径の約 2倍以下を楕円 三分頚静脈孔の関東頭蓋に於ける出現率は第 9表
型，それ以上を長楕円形とした。関東頭蓋に於ける の通りであって，男女向性共に左側に出現する場合
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第 10表大後頭孔の形状 
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が最も多い。しかし森田の場合に於し、ては，男女両
性共に右側に現われる場合が最も多い。 
(7) 大後頭孔の形状(第 10表〉
森田に従って第 1型，円形，第2型，菱形，第3
型，楕円形，第4型は前半は模形，後半は半円形，
第 5型，基底を前方に向けた卵形，第6型，基底を
後方に向けた卵円形，の 6型に分類して観察したが
その成績は第 10表の通りである。しかして余の場
合に於いても，森田の場合と同様に，第4型が男女
共に最も多く合 40.0%，♀ 61.9%である。 
(8) 環椎の癒合
関東頭蓋に於いて，男性 71例中 1例，女性23例 
中2例が認められた。従って男女合計3.2%士1.82%
であって，森田の男女合計1.3%:t0.75%よりは多 
οし、 
(B) 側頭骨 
(9) プテリオン
プテリオンを H. 1.K.の三型に分類する。その
中H型は通常型で、あって， 前頭骨と側頭骨が直接
に接していないもの， 1型とは前頭骨と側頭骨が直
接に接していて，更に頭頂骨と蝶形骨とが直接に接
していないもの， K型とは，蝶形，頭頂縫合が非常 
に短く，四骨が一点に於いて接しているものをい 
う。関東頭蓋に於ける I型及び K型の出現はそれ
ぞれ
I型合+♀ 94例中 6例 [6.4%士2.52%J 
K型合+♀ 94OU中4例 [4.2%:t2.07%J 
である。、森田の成績は I型，合+♀1.3%:t0.75%， 
K型， 合+♀ 2.2%土0.97%であって余の成績より
も可成り小さし、。 
(10) 上フ。テリオシ骨
プテリオ y骨とは，前頭骨，頭頂骨，側頭骨及び
蝶形骨の四骨の間に存在するものであってその出現
率は
合 71例中 9例 (12.7%士3.95%J 
♀ 23例中 6例 [26.1%士9.16%J
であるο 森田の成績合 12.2%士1.92，♀ 17.1%:t 
2.93は男性に於いては余のそれに一致するが，女性
に於いては余のそれより少ない。 
(C)前頭骨 
(11) 前頭縫合 1
が完全に残存するものは，男 71例中 7例 (9.9%
士3.54%)，女23例中 1例 (4.3%:t4.13%)であり
合+♀ 94例中 8例 (8.5%士2.88%)である。森田
の成績(合 4.9%:t1.80%，♀ 6.3%:t2.72%，合+♀
5.4%士1.52%)は余のそれと比較して，女性では大
きく男性及び男女合計で、は小さい。
前頭縫合が Nasion J:方 1cm前後の長さを以っ
て残存するものは合 71例中 5例(7.0%土3.01%)， 
♀ 23例中 1例 (4.1%士4.13%)である。尚余の場
合に於いては， 縫合の残存が 1cm前後のものを厳
選して集計したことを附記しておく。 
(12) 前頭泉門
関東頭蓋に於いては合 71例及び♀ 23例中 1例
も認められなかった。
(13) 眉 間(第 11表)
Brocaの模形図を用いて， その発達程度を分類
したが，その成績は第 11表の通りである。しかし
て男性に於いては， m型以上が全体の 67.6%を占 
めているのに対し，女性は 1，r型が 95.7%を占
めている。換言すれば男性に於いて眉間の発達が，
女性に比較して極めて良好であることを示すもので
ある。
26.8+5.261 1 
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(14) 眉 弓(第 12表) 
上田氏に従って分類したが，その成績は第 12表
の通りであり，男性は女性よりも発達が良好であ
る。即ち男性では Eが 43.7%， 1-3が 29.6%であ
るのに対し， 女性では 1-2が 56.5%， 1-1が21.7
%である。
ぐ15) 外側前頭孔及び切痕(第 13表〉
関東頭蓋に於いて，外側前頭孔を有する頭蓋数
は，左右にあるものと 1側にあるものを合計して，
合 71例中 31例 (43.7%士5.89%)，♀ 23例中 15例 
(65.2%士9.93%)，合+♀ 94例中 46例 (48.9%士 
5.16%)である。 この成積は森田のそれと多少の差
はあるが，大体に於いて一致するものと思われる。
尚孔と切痕の左右出現率は，第 13表を参照された
し、。
(16) 内側前頭孔及び切痕(第 14表〉
内側前頭孔及び切痕を有する頭蓋数は 1側にある
もの及び左右にあるものを合計して，合 71例中 5
例 (7.0%士3.03%)，♀ 23例中 1例 (4.3%士4.23
%)，合+♀ 94例中 6例 (6.4%士2.52%)である。
この成績は森田の合 11.2%士2.65%，♀ 12.0%:t 
3.55%，合+♀ 11.4%士2.12%に比較すると可成り
少ない。尚孔と切痕との出現率を左右に分けて示せ
ば第 14表の通りである。 
(D) 蝶形骨 
(17) 翼状突起(第 15表〉 
Waldeyerの方法に従って， 内外両板の間の状
態を三つの型に分類して観察したが，関東頭蓋に於
いては第 3型(外板特に強く発達し，深い翼状寵に
対し舟状簡を区別し得るもの〉が最も多く，男性に
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9.9+3.61 14 19.7+4.62 
8.7+5.76 5 21.7+8.59 
62.0+5.76 55 77.5+4.95 
65.2+9.93 20 87.0=1:7.01 
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第 15表翼状突起 第 3節顔面頭蓋各部 
In I第 1型|第 2 型|第 3 型 (F) 上顎骨及び口蓋骨 
(20) 切歯縫合(第 17表〉
13970!986+139斗41. 1 121;i 
 (1)欠(完全に融合しているもの)， (2)痕(痕31・20' 86.9+21'13.0+2.3 31 υωiエ':>V.l ':> 跡の存するもの， (3)中(縫合が半分{了f残存するも
の)， (4)完(完全に存するもの〉の四型に分類し
て観察した。第 17表によりて明らかな様に，痕中
於いて 98.6%，女性に於いて 86.9%を示している。 
(18) 二分視東管
関東頭蓋に於いては，男性に於いて 71例中 2例， 
(2.8%:1:1.94%)，女性 23例中 1例 (4.3%士4.13)で
ある。 
(E) 頭頂骨 
(19) 頭頂孔(第 16表〕
頭頂孔の在り方及びその数は第 16表の通りであ
って，男女共左右に各 1個づつあるもの(1， 0，1) 
が最も多く(合 35.2%，♀ 27.3%)，第 H立を占め
る。 
第 16表頭
完の項を合計して切歯縫合が何等かの形に於し、て残
存しているものは合 36.6%，♀43.5%である。こ
の成績を森田のそれ(合 48.6%，♀ 59.5%)に比較
すると可成りの相違が認められる。換言すれば余の
場合に於いて切歯縫合の欠除している場合がかなり
多い。 
(21) 歯弓の形(第 18表〉
第 18表によりて明らかな様に，拠物線形が男女
共に最も多く，男性に於いて 90.1%，女牲に於いて
65.2%を示し，第2位の楕円形は之より遺かに少く
頂 孔 
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第 17表切歯縫合 	  男性に於いて 8.5%，女性に於し、て 30.4%を示して
いる。 
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(22) 二分類骨
;[221:l43 	 男 71例，女23例中夫々 1例あるのみである。即
ち男女合計 94例中 2例即ち 2.1%:t1.48%にすぎな
し、。 
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第四表 梨子口下縁の形態 
1~l 成人型阿古間百|猿構型
(H) 鼻部 
(23) 梨状口下縁の形態(第 19表〉
第 19表に於ける様な分類法によって観察したが，
男女共に成人型が最も多く合 80.3%，♀ 73.9%を
示している。 
(24) 梨状口の形態(第20表〉
ご井に従い第20表の様に分類して観察したが男
女両性共に西洋梨型が最も多く合 60.6%，♀ 43.5%刊 :l を示している。
第 20表 口の型態
円型 i	
1.4 
楕円型|帯円四角型 歪
合♀
1 
第 1号 三橋: 関東日木人頭蓋骨の形態観察 -353ー
第 21表 Spina nasalis anterior 
型 E 型 E 型 百
合 71 19 24.8 8 11.3 19 24.8 22 31.0 
♀ 23 8 34.8 6 26.1 8 34.8 1 4.3 
(25) 前鼻腕(第 21表〉 
Brocaの分類法によって観察したが，その成績
は男性では百型が 31.0%で最も多く，女性では工
型及びE型が 34.8%で最も多い。 
(1) 眼筒部 
(26) 眼筒入口の形状(第 22表〉

第 22表の如く 5型に分類して観察したが，余の

関東頭蓋は男女共に左右共帯円四角形が最も多く，
男性では 66.2%，女性では 56.5%を示している。 
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第 4章結 論 
(1)性別 
(a) 男性が女性よりも発達が良好なるものは，
外後頭隆起，眉弓，眉間，前鼻椋等である。 
(b) 男性の方が出現率の多し、ものは，後頭頼 1
型，二分舌下神経管，前頭縫合の残存するもの，内
側前頭孔及び切痕，翼状突起第 3型，歯弓の弛物線
型，梨状口の西洋梨型，眼商人口の帯円四角型等で
ある。 
(c) 女性の方が出現率の多いものは，二分頚静
孔，外側前頭孔及び切痕，二分視東管，切歯縫合の
残存するもの等である。 
(2) 左右差
二分舌下神経管と二分頚静脈孔は左側の方が多
し、。 
型 
3 I 4.2 
¥ 0 
(3) 脳頭蓋の全景:
くa) 上国観
関東頭蓋の上面観に於いては類楕円形が最も多
く，類五角形及び類卵円形は同率にして第2位をし
め，類菱形は第 3{立を示している。之に対して畿内
及び北陸頭蓋に於いては類卵円形が最高率を示して
し、るがこの点関東頭蓋とかなり相違する。 
(b) 後面観
関東頭蓋に於し、ては，家形が最も多<，移行形が
之に次くやが，畿内頭蓋に於いては移行形が圧倒的に
多<，家形はかなり少い。北陸頭蓋に於し、ては砲弾
形が最も多く，家形が之に次いでいる。
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